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はじめに 　 ツ ン ド ラ の 土 壌 は 、 永 久 凍 土 層 と 毎 年 凍 結 と 融 解 を 繰 り 返 す 地 表 層 か

ら な る 。 ツ ン ド ラ の 水 の 循 環 や 貯 留 量 は 地 表 の 融 解 深 に 制 限 さ れ る 。 そ こ で 、 融 解

深やその空間分布特性を調べる必要がある。 Mizoguchiら は ツ ン ド ラ 斜 面 に お け る 微 地

形と融解深の関係について報告している。本発表では、 Mizoguchiら と 同 時 期 に 測 量 し

た 、 ツ ン ド ラ 平 地 の 微 地 形 と 融 解 深 の 関 係 に つ い て 報 告 す る 。

調査地と方法 　 調 査 地 は シ ベ リ ア ・ テ ィ ク シ 近 郊 の ツ ン ド ラ 湿 地 で 、 主 と し て コ

ケやスゲに覆われていた。測定は 1998年 8月 に 行 っ た 。 地 盤 高 と 融 解 深 を 、 ト ラ ン シ ッ

トと融解深度計により、 100m x 100mのグリッドにおいて 10m間 隔 で 測 定 し た 。

微地形と融解深 　 図1 に観測日の融解深を示す。グリッド内の融解深は 24~100cmで、

平均で 37cmだった。 spline補間により 1m間隔の地盤高を求めた。このデータを基に 1m x 

1m毎の地表面の斜度を計算した。結果、グリッド内の地表面には 0~3度の斜度が認め

られた。 図2 に、 1度 よ り 大 き な 傾 き を 持 つ 斜 面 を 方 位 ( 東 西 南 北 ) に よ り 区 分 し 、 融

解深と重ねて示した。地表が 10m以上連続して同方位に傾いている領域と、斜度が 1度

以下の領域では融解深は浅くなった。各方位の斜面が向合っている領域 (窪地 )では融

解 深 が 深 く な っ た 。 こ の こ と か ら 、 融 解 深 は 地 表 付 近 の 水 が 流 れ や す い よ う な 地 点

で 浅 く 、 滞 り や す い 地 点 で 深 く な る と 考 え ら れ る 。 図3 は 10m x 10m毎 に 、 優 位 な 植 生

を示した図である。 frost boilが点在する領域は太線で囲った。図2で斜度が 1度以下の

領域ではスゲが優位で、斜面が同方位に 10m以 上 連 続 し て い る 領 域 で は コ ケ が 優 位 だ っ

た。窪地は湛水 (Water+Sedge, Water)していた。 frost boilの 多 く 見 ら れ る 領 域 の 融 解 深 は 周

囲 よ り 深 か っ た 。 こ れ ら の こ と か ら 、 ツ ン ド ラ の 植 生 は 地 表 の 微 小 な 起 伏 と 関 連 し 、

融 解 深 は 植 生 や 凍 土 地 形 の 影 響 を 受 け る こ と が 考 え ら れ る 。
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　  図1.融解深　　  図2.斜度1度以上の地表面の分布　 図3.植生とフロストボイルの分 布    
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